
「女性建築士の集い」 
子どもをはぐくむ住まいづくりセミナー開催について

釧路支部 金子ゆかり 

 

２００６年６月２５日、空は晴れて北海道の爽やか

な夏を感じさせる日に、「女性建築士の集い」として、

また、はじめての試みとして、会員外の方も参加でき

る企画として「子どもをはぐくむ住まいづくりセミナ

ー」は行われました。 

 今回の集いは内容が盛りだくさんで、セミナーと平

行し、「お遊びコーナー」が設けられ、親子で参加して

も楽しめる企画となっていました。開始時間の１０時

には大西直子さんによるお琴の演奏がはじまり、しっ

とりとした雰囲気の中、セミナーが始まりました。 

「遊びの世界から見た家づくり」とのタイトルで工藤

美智子氏による講演が行なわれました。子育てを通し

て、年齢によって変わってゆく子ども達の遊び方の中

から、家づくりに必要なものは何なのかをご講演いた

だきました。 

 「遊びの世界から見た家づくり」講演風景 

 

 

ワークショップ風景 
ワークショップでは、旭川支部の会員がテーブルマ

スターをつとめ、自分の子ども時代の経験から理想の

家とは何かを模索し、また、それを通して、現代の家

族の問題を「すまい」を通して解決する事は出来ない

だろうかとの議論なども行われました。午後からの講

演では、山元規子氏が「家族の役割と住まいづくり」

と題して、わかりやすく説明し、家族が役割をとおし

て、自分の居場所を確保してゆくことの大切さなどの

話をしました。質問交流タイムでは、一般参加の方か

ら、建築材料などについての質問があがり、セミナー

は盛会のうちに幕を閉じました。参加人数は大人３５

名（うち会員２３名）、子ども 11名。今回は男性の参

加が７名と、子どもと住環境に対する男性の関心の高

さもうかがえました。 

  

北海道建築士会のホームページ 「女性委員会」に、ここに掲載で

きなかった記事も載せていますので、ぜひ 見てくださいね！       

http://www.h-ab.net/ 

 




